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　新年となり、集治監事務所だっ
た郷土館も建築から130年目を迎
えました。床を歩くとギシギシと音
が鳴りますが、いまだ現役。この
貴重な建物と共に、皆さんのお越
しをお待ちしています。（坪）

大川のほとり
−郷土館だより（第68号）−

☎487-2332
開館時間

午前9時30分〜午後4時30分

（
前
回
の
あ
ら
す
じ
）
有
馬
四
郎
助
は
文
久
４
年
（
１
８
６
４
年
）
鹿
児
島
県
鹿
児
島

市
下
荒
田
町
に
て
益ま
す

満み
つ

喜き

藤と
う

太た

の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
士
族
で
あ
る
有
馬
平
八
の
養

子
と
な
り
有
馬
姓
を
名
乗
り
ま
し
た
。
明
治
１９
年
よ
り
釧
路
集
治
監
の
看
守
長
と
し
て

３
年
間
を
標
茶
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
典
獄
大お
お

井い
の

上う
え

輝て
る

前ち
か

や
教
き
ょ
う

誨か
い

師
原は
ら

胤た
ね

昭あ
き

ら
に
出
会
い

大
き
な
影
響
を
受
け
た
後
、
空
知
集
治
監
を
経
て
、
明
治
２４
年
に
北
海
道
集
治
監
網
走

分
監
（
後
の
網
走
監
獄
）
へ
異
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
網
走
分
監
に
着
任
す
る
と
早
々

に
、
中
央
道
路
建
設
と
い
う
大
事
業
を
指
揮
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

北
海
道
の
道
路
工
事
で
最
も
過
酷
な
工
事
と
言

わ
れ
た
中
央
道
路
開
削
は
、
札
幌
か
ら
網
走
ま
で

を
繋
ぐ
現
在
の
国
道
１２
号
線
、
３９
号
線
、
３
３
３

号
線
の
基
礎
と
な
っ
た
道
路
で
す
。
網
走
分
監

は
上
川
か
ら
網
走
ま
で
の
約
１
５
７
㎞
を
担
当

し
、
８
カ
月
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
単
純

計
算
す
る
と
、
無
休
で
未
開
の
原
始
林
を
切
り
開

き
、
１
日
約
６
０
０
ｍ
の
道
路
を
作
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
初
よ
り
無
理
な
工
事
に
な
る
こ
と
は

分
か
り
き
っ
て
お
り
、
多
く
の
囚
人
が
労
働
の
果

て
に
病
気
と
な
り
死
亡
し
ま
し
た
。
一
方
で
中
央

道
路
は
北
見
・
網
走
地
方
へ
の
入
植
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
か
つ
ロ
シ
ア
が

北
海
道
へ
攻
め
て
き
た
際
に
、
石
狩
方
面
か
ら
直
ち
に
兵
を
向
け
る
た
め
の
軍
用
路
と

な
る
な
ど
重
要
路
線
で
し
た
。
開
拓
と
国
防
の
た
め
、
囚
人
に
犠
牲
が
あ
っ
て
も
突
貫

工
事
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
責
任
者
で
も
あ
っ
た
四
郎
助
は
、
過
酷
困
難
な
大
事
業
を

成
し
遂
げ
評
価
を
得
ま
す
が
、
一
方
で
は
労
働
の
果
て
に
囚
人
を
死
へ
と
追
い
や
る
非

情
な
現
場
監
督
で
も
あ
り
ま
し
た
。
国
家
的
大
事
業
の
命
令
に
従
っ
た
四
郎
助
は
、
大

き
な
苦
悩
を
抱
え
た
の
で
す
。

　

以
降
、
網
走
分
監
で
は
囚
人
た
ち
の
労
働
を
農
業
主
体
へ
切
り
替
え
ま
し
た
。
明
治

２７
年
１１
月
、
四
郎
助
の
も
と
に
一
通
の
手
紙
が
届
き
ま
す
。
そ
れ
は
釧
路
分
監
の
キ
リ

ス
ト
教
系
教
誨
師
大
塚
素ひ

ろ
しか
ら
で
し
た
。
中
に
は
新
約
聖
書
の
『
マ
ル
コ
伝
』
を
各
章

ご
と
に
解
説
し
た
も
の
が
、
便
箋
５
枚
に
書
か
れ
て
お
り
、
最
初
の
１
枚
に
は
こ
う
つ

づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　年１回発行の標茶町郷
土館報告の第27号が刊
行されました。郷土館報
告は、本町を中心とした
自然や歴史の論文、報告、
雑記などをまとめた報告
書です。
　今号では横平弘氏によ
る「国有林地にさらに「女
性集治監を」―刑務施設
の民間委託性を活用―」、
小荷田行男氏による「縄
文文化期における北海道
釧路湿原塘路湖周辺の自
然環境」などの提言や歴
史に関する論考のほか、
飯島一雄氏による昆虫類
の報告「北海道東部の鞘

しょう

翅
し

目」など９本を掲載。また塘路地区
の発掘調査報告も載っています。
　希望する方には無料配布しています。郷土館までご連絡くださ
い。

釧
路
集
治
監
人
物
伝　

最
終
話　

中
編
４

釧
路
集
治
監
看
守
長
　
愛
の
典
獄
　
有
馬
四し
ろ
す
け

郎
助  

中央道路の仮監獄
遠軽町瀬戸瀬に設置された道路建設用
の仮監獄。後年、建物付近からは囚人
の遺骨40体が発見された。

『標茶町郷土館報告』
第27号が刊行されました。
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「
マ
ル
コ
伝
第
１
章
福
音　

福
音
と
い
う
こ
と
、
初
め
に
は
何
の
事
か
十
分
に
分
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
後
に
十
分
に
そ
の
意
味
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
た

ち
が
神
を
知
り
、
神
が
私
た
ち
と
の
関
係
を
知
り
、
人
の
幸
せ
を
深
く
感
じ
得
る
に
至

る
の
は
キ
リ
ス
ト
の
お
か
げ
で
あ
り
、
こ
こ
に
至
っ
て
福
音
の
福
音
た
る
事
を
知
り
得

る
こ
と
で
す
。
小
弟
（
大
塚
の
こ
と
）
は
兄
（
有
馬
の
こ
と
）
が
つ
い
に
、
な
る
ほ
ど

福
音
な
り
と
納
得
す
る
時
が
早
く
訪
れ
る
事
を
願
い
ま
す
。」

以
降
は
章
ご
と
に
手
紙
４
～
５
枚
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
四
郎
助
は
手
紙
の
各
所
に

傍
点
や
点
を
打
ち
「
心
す
べ
し
、
大
い
に
心
す
べ
し
」「
友
愛
の
情
紙
上
に
溢あ
ふ

る
」
な

ど
の
書
き
入
れ
を
行
い
、
何
度
も
読
み
直
し
大
切
に
し
ま
し
た
。
大
塚
に
よ
る
手
紙
と

い
う
形
の
聖
書
講
義
は
、
翌
年
３
月
２９
日
に
最
終
１６
章
へ
至
る
ま
で
休
む
こ
と
な
く
続

け
ら
れ
、
手
紙
の
枚
数
は
７５
枚
を
数
え
ま
し
た
。
後
に
そ
の
手
紙
は
ま
と
め
ら
れ
、

『
友
愛
』
と
題
し
た
一
冊
の
和わ

綴と
じ

本ぼ
ん

と
な
り
ま
す
。
四
郎
助
は
そ
の
扉
に

「
教
誨
師
の
激
務
に
あ
り
な
が
ら
、
寸
暇
に
乗
じ
て
小
生
の
為
に
こ
の
講
義
を
記
送
せ

ら
る
。
所
説
懇
切
、
言
々
友
愛
の
熱
情
よ
り
出
づ
。
頑
鈍
の
心
感
動
せ
ざ
る
能
は
ず
、

こ
れ
小
生
が
天
恩
裕
か
な
る
無
限
生
命
を
享
受
す
る
に
至
る
初
階
た
り
し
也
。」

と
記
し
、
秘
蔵
の
宝
物
と
し
た
の
で
す
。
な
お
大
塚
と
四
郎
助
は
こ
の
手
紙
の
や
り
取

り
以
前
に
個
人
的
な
縁
が
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
塚

は
四
郎
助
に
手
紙
を
送
っ
た
年
に
、
初
め

て
北
海
道
へ
と
渡
り
、
釧
路
分
監
へ
赴
任

し
た
ば
か
り
の
若
き
教
誨
師
で
し
た
。
し

か
し
大
塚
は
、
前
任
者
原
胤
昭
よ
り
四
郎

助
の
事
を
よ
く
聞
い
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
大
塚
は
状
況
を
知
り
、
中
央
道
路
の

指
揮
で
精
神
的
に
大
き
な
負
荷
を
背
負
っ

て
い
た
四
郎
助
に
対
し
、
信
仰
と
い
う
光

で
心
の
負
担
を
減
ら
す
べ
く
手
紙
を
送
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
四
郎
助
は
上
司
で
あ
っ

た
大
井
上
輝
前
、
教
誨
師
原
胤
昭
、
留と
め

岡お
か

幸こ
う

助す
け

（
元
空
知
集
治
監
の
教
誨
師
）
ら
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
た
ち
の
人
道
主
義
的
な
囚
人
た
ち
と
の
接
し
方
や
大
塚
の
講
義
を
通
じ
、
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
２８
年
、
埼
玉
県
監
獄
の
典
獄
と
な
っ
た
四
郎
助
は
、
北
海
道
集
治
監
を
離
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
明
治
３１
年
に
霊
南
坂
教
会
の
牧
師
と
な
っ
て
い
た
留
岡
幸
助
よ
り
洗
礼

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
時
、
四
郎
助
は
３４
歳
で
し
た
。

　

そ
の
年
の
８
月
に
巣
鴨
監
獄
署
長
へ
と
栄
進
し
ま
す
。
巣
鴨
監
獄
は
明
治
時
代
最
大

の
模
範
監
獄
で
、
四
郎
助
が
３４
歳
の
若
さ
で
署
長
と
な
っ
た
の
は
、
高
い
評
価
を
受
け

て
の
こ
と
で
し
た
。
釧
路
集
治
監
か
ら
行
刑
業
務
を
始
め
、
着
実
に
実
績
を
上
げ
た
四

郎
助
は
、
当
時
の
行
刑
界
で
は
第
一
線
を
走
る
代
表
者
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

洗
礼
を
受
け
新
た
な
出
発
を
し
た
四
郎
助
。
し
か
し
こ
の
後
、
教
誨
師
の
雇
用
問
題

か
ら
本
願
寺
と
の
間
に
大
き
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。（
つ
づ
く
）

壮年の大塚素
『大塚素日誌と友愛』より引用

　
『
広
報
し
べ
ち
ゃ
』
は
、
昭
和
４０
年
か
ら
発
行
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で

５１
年
目
と
な
り
ま
す
。
本
町
の
広
報
誌
は
昭
和
２４
年
に
『
月
間
標
茶
』（
後

に
『
標
茶
公
民
』）
を
公
民
館
か
ら
発
行
し
た
事
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
後

に
町
長
と
な
っ
た
高
島
幸
次
氏
（
当
時
は
公
民
館
長
）
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
３１
年
か
ら
『
町
政
だ
よ
り
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

役
場
よ
り
全
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
昭
和
３５
年
１
月
１０
日
発
行
の

第
４１
号
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
４１
号
の
見
出
し
は
「
全

道
一
の
酪
農
の
町
か
ら
全
道

一
多
い
入
賞
」
で
す
。
昭
和

３４
年
に
行
わ
れ
た
北
海
道
乳

質
改
善
共
励
会
で
、
町
内
各

地
区
か
ら
全
道
一
と
な
る
最

優
秀
賞
を
始
め
、
た
く
さ
ん

の
賞
を
受
け
た
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
共
励
会
は
、
北
海
道
と
北
海
道
乳
質
改
善
協
議
会
の
共

催
で
、
一
定
規
模
の
団
体
を
対
象
に
、
良
質
な
原
料
牛
乳
生
産
の
た
め
一

等
乳
率
と
細
菌
数
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
全
道
１
１
０
団

体
が
参
加
し
、最
優
秀
賞
に
「
磯
分
内
中
南
部
酪
農
員
会
」、優
秀
賞
に
「
弥

栄
開
拓
農
業
協
同
組
合
」「
上
茶
安
別
酪
農
委
員
会
」「
磯
分
内
東
部
酪
農

委
員
会
」「
沼
幌
酪
農
振
興
会
」「
徳
富
酪
農
委
員
会
」
が
選
ば
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
乳
質
改
善
共
励
会
は
昭
和
２７
～
４９
年
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
酪
農
普
及
が
急
速
に
進
む
中
で
、
ず
さ
ん
な
管
理
の
元
で
集
乳
を

行
い
、
乳
質
低
下
し
た
牛
乳
を
出
荷
す
る
場
所
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
昭
和
３０
年
に
北
海
道
産
脱
脂
粉
乳
が
原
因
で
、
東
京
都
の
２
０
０
０

人
近
い
小
学
児
童
が
食
中
毒
と
な
る
事
件
が
起
こ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
乳

質
改
善
に
関
わ
る
各
種
事
業
が
強
化
さ
れ
、
北
海
道
乳
質
改
善
協
議
会
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
町
は
翌
昭
和
３１
年
に
集
落
酪
農
地
域
に
指
定
さ
れ
、
酪
農
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
急
速
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
期
に
評
価
を

得
た
事
で
、
酪
農
へ
の
手
ご
た
え
を
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
町
内

幅
広
い
地
域
が
入
賞
し
た
事
は
、
広
範
に
良
質
な
牛
乳
生
産
を
行
っ
て
い

る
証
で
も
あ
り
、
酪
農
へ
の
明
る
い
未
来
を
感
じ
た
は
ず
で
す
。

しべちゃ「広報」事件簿！ 第２話

−全道一の酪農の町から−「全道一 多い入賞」


